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   1) The clinical and histological findings were statistically analysed on 42 patients with 

renal and adrenal tumor who were operated at the Urological Clinic of Kyoto University 

Hospital in the last 10 years (1949-1958). 

   2) These patients occupied 0.24 per cent of total number of out-patients and 1.81 per 

cent of total number of in-patients, exhibiting an increase in this kind patient. 

   3) Age ranged between 3 and 69 years old and 80.9 per cent of them were in fifth 

and seventh decade. 

   4) Sexual distribution of male and female was 6.4 and 1, respectively. 

   5) Insignificant difference was found in either side of the body. 

   6) Hereditary diathesis of malignant tumor was found in 6 cases (14.3%). In one of 

the 6 cases, the diathesis was found in the parents. 

   7) Chief complaint most frequently encountered was hematuria (64.2%) followed by 

renal tumor  (50%) and pain  (16.7%). 

   8) It is interesting to note that impaired renal function (indigocarmine test) was found 

in most affected kidney, though 14.3 per cent of the cases exhibited normal function. 

   9)  In X-ray findings, 86.2 per cent of the patients with parenchymal tumor of the 

kidney revealed compression and deformity of the renal pelvis and pyramid, 85.6 per cent 

of the patients with tumor of the renal pelvis revealed total or partial defect, and deform-

ed or unclear shadow of the renal pelvis. Pneumoretroperitoneum pictures the contour of 

the kidney as well as its surface and adhesion to the adjacent tissue. The pneumoretro-

peritoneum plays as important role as  aortogram for a supplementary test of PR and IVP. 
   10) Weight of surgically removed tumor ranged between 160 and 1110 gm. 

   11) In 42 cases with renal and adrenal tumor, 41 cases were operated, in which a case 

of hypernephroma and 2 cases of neuroblastoma were necropsied. 

   12) The most frequently encountered renal tumor were 25 cases of hypernephroma fol-

lowed by 8 cases of transitional cell cancer, a case of each adenoma, fibroma and squamous 

cell carcinoma. In the adrenal tumor, 4 cases of neuroblastoma and 1 case of Cushing 

were found. Calcification was found in one of 25 hypernephroma.
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   13) Pulmonary metastasis was found in 25 per cent of hypernephroma. Metastasis to 

the bladder and ureter was found in 62.5 per cent of renal pelvic tumor. 

   14) Mortality of hypernephroma within 3 years was 66.7% and 75 per cent for the 

patients with tumor of the renal pelvis which was worse than that of hypernephroma. Mor-

tality of neuroblastoma was 100 per cent. 

   15) Prognosis seems not to depend upon the size of tumor but its malignancy. 

   16) The best treatment is nephrectomy in possible early stage. No definite conclusion 

has been reached for evaluation of postoperative X-ray and chemical therapies becaues of 

insufficient number of cases.

緒 言

私 は今回京都大単 泌尿器科教 室 におけ る腎腫

瘍症例 及び副腎腫瘍症例 を調査す る機 会を得た

のでその統計的観察 の結 果を報告 す る.掬 腎腫

瘍 の臨床的統計的観察に就 いては諸外 国,本 邦

X於 て幾つか の報 蕾に接 し,3ζ 当教 室 に於 ても

太藤 の大 正8年 ～昭和23年 に箆 る30年 間 の腎腫

瘍症例31例 に就 いて詳細な臨床並 びに組織学的

観察の業績が ある。

璽 症 例

昭和24年 から昭和33年 に至る最近10年 間に本教室を

誘れた愚者の腎腫蕩例37例,翻 腎腫瘍舞 §例の欝42倒

である.最 近10年 間の外来患者数は17,667名,入 院患

者数は2,319名 で,諺 断の確実な腎並びに副腎腫瘍42

例は夫々の0.24%,1.81%に 当 り,太 藤の成績0,15%

江箆ぺ増癩を示 している.

皿 騰 瘍 の 分 類

自家癒例江於ける腫瘍の分類は纂 三表の 如 くで あ

る.腎 腫瘍の分類は朱だ一定形式が確立されず,各 報

告者に依 り独自の分類表が作 られている.そ の理由は

腎腫瘍の病理組織像の多様性,殊 に同一腫瘍でも部分

によつて組織豫に相異のあること,更 垂こは病理発生上

の未解決とに依るものである 本研究に於てはA1玉en,

Riches等 の形態学的分類に従って 第1表 の如く分類

した。腎経蕩中最も多くみられるものはGrawKz氏

腫瘍(以 下G氏 腫瘍と記す)で,本 邦では 佐谷43.3

%,赤 坂53.7%,太 藤48.3%,柿 崎61%の 報 蕾があ

り,自 験例では腎腫瘍例の59.5%に 当 る.腎 実質腫瘍

中Wilms腫 蕩例は 雛谷17.5%,赤 坂5.9%,太 藤

12.8%,柿 綺17.4%を 報 告しているが自験例では皆無

である.其 の他腺癌,線 維肉腫の各1例(2.4%)が

ある.腎 孟鍾蕩は腎翼質鍾翻 こ比べはるかに少く,敵

米諸国では全体の約5%内 外 と報ぜ られているが,本

第1表 腫瘍の分類と患側

勲講 織学鵬 ぞr嚇ロ

　騨 腫訓 榊二:潔
悪性線 維 肉 鍾1玉(2A%)
1一

悪性 編平上皮癌…11(2.4%)
腎 孟
悪性 移行」二皮癌538(19.0%)

,i、

腎被瞬 騨 劇i・ii(…%)

悪性羅軸 ・ づ ・鰯
副 腎 ク

。シング
(副 腎皮質1(2.4%)
肥大)

l/l綱 智,.、%,12

邦では建谷3.6%,赤 坂 難.9%,太 藤22.5%,糠 織

1γ.4%自 験例21.4%と 何 れも高率である.其 の他腎被

膜腫瘍の1例,副 腎腫瘍では副腎髄質の発生と考え ら

れる神経芽細胞腫の4例9.5%,副 腎皮質肥大のクッ

シングの玉例である.

皿 腫瘍発生の頻度

太藤ほ詔禰6年 ～羅私2δ奪に至る三8年閣に京大泌搬

器科を訪れ組織学的に確め得た26例 は外来患者総数と

の比を0.15%と 報告 しているが,昭 和£4年～昭和33年

に至る最近10年 間の腎腫瘍症の対外来患渚総数の比は

O。24%で 増撫の傾向を認める.最 近18年 閤の中で比較

しても第2表 の如く24年,25年 の ◎人,26年 の2入 に

対 して27年3人,28年7人,30年9人,33年8人 と一一

毅鍾蕩と扇様に最近 著 親 な増熊の鎮醗にある.殊 に

女性よ りも男性にその傾向が著明であるが,之 は腎腫
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腎及び副腎腫瘍の発生頻度と年度との関係
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瘍が一般に女性より男性に占める比重が大なる為と考

えられる点 もあるが,そ れのみでも無いと考察される

所もある.

日召vo2v葛 ～5 26?7?a～9303t32W
`耳 度)

W年 令 的関係

腎腫瘍が高年者に多い事は諸家の報告に大体一致す

る所である。自験例に於ては第3表 のZ!Nく で あ り,

40,50,60才 台に多 く之等は腎腫瘍患者の80.2%を 占

めている.又 柿崎は最若年は24才,最 高年令は68才 で

あつたと報告 しているが,自 験例では最若老は18才,

最高年令は69才 であつた,腎 孟腫瘍は特に若年者に少

く,40才 以下の例は佐谷の50例 中2例 のみで,太 藤,

第3表 腎並びに副腎腫瘍と年令及び性別

＼ ＼

腫 瘍

性,年 令

＼

腎実質

G氏 腫 瘍

腺 癌

性別

腎 孟

腎被膜

副 腎

δ

♀

δ

♀

線縄 零

扁平上皮癌

移行上皮癌

線 維 腫

神経芽
細胞腫

クッ シン グ

6

♀

♂

♀

δ

♀

6

♀

♂

♀

計

年 令

1-1・111-・ ・21-・ ・131-・ ・1・,一 ・・[51-・ ・161-・ ・ 【・・以 上

3

3(Zl%)

1

1

1

3(2)
(7.1%)

2(1)
(4.7%)

7

1

1

1

1

1

12(3)
(28.5%)

7

1

7

1

5

14(33.3%)

1

8(19.O%)

計

22(52.4%)
3(7.1%)

1(2.4%)

1(2.4%)

正(2.4%)

7(16.7%)

1(2。4%)

1(2.4%)

4(9.5%)

1(2.4%)

42

柿崎,自 験例には1例 も無い.又 副腎腫瘍の神経芽細

胞腫は3例 が5才 迄であ り,1例 は20才 の青年であつ

た.

V性 別 関 係

自験 例 で は 第3表 の 如 く男子 対 女 子 は 腎 腫 瘍 で は6.

4対1で,佐 谷2.2対1,赤 坂5.7対1の 比 を 示 し,欧

米 で はDeming7:3,Melicow2.5:1で あ り男 子

が 著 明に 多 い.腫 瘍 を 種 類 別 に み る とG氏 腫 瘍は 男子

52.4%,女 子7,1%,腎 孟 腫 瘍 は 男 子19,1%,女 子2.4

%で 共 に 男子 に 高 率で あ る.

W患 側との関係

一般に腎腫瘍は偏側に来る事が多いとされている .

両側腎腫瘍の報告は極めて少 く佐谷が594例 中11例 を

記載しているに過ぎない.自 験例も全部偏側であ り右

側22,左 側20で 左右の発生率に大差は認められなく,

Riches,赤 坂,柿 崎等その他多くの成績と一致 してい

る.

皿 遺 伝 的 関 係

悪性腫瘍は常に遺伝的関係を顧慮しなければならぬ

が,腎 腫瘍は一般に遺伝的関係は濃厚に認められてい
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ない様である.太 藤は31例 中2例6.4%に 遺伝的関係

が認められたと記述 しているが,自 験例では42例 中悪

性腫瘍の遺伝的素因の無いもの22例52.3%,悪 性腫瘍

の素因の証明されるもの6例14.3%で あ り,う ち1例

は両親に素因が認め られ父親,母 親は夫々皮膚癌 と肉

腫であつた.腎 腫瘍の遺伝的関係は特に著明ではない

が少 しは存在する様である.

V皿 合併症との関係

腎腫瘍中合併症の無いものが32例76.2%,何 らかの

合併症を持つているものが6例14.3%で あ る.そ の合

併症は膀胱結石,肺 浸潤,動 脈硬化,腎 結石,其 の他

であって特に著明な疾患は認められない.
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D【 既 往症 との関係

之も腎腫瘍 と特に関係があると思わカる疾患はなく

淋疾5例,肺 浸潤,胸 膜炎,結 核性脊椎炎の3例,其

の他胃潰瘍,気 管枝喘息の各1例 等である.

X症 状

腎腫瘍の三大症状といわれる血尿,腎 腫瘤,腎 部疹

痛が挙げられて居 り,そ の他発熱,胃 腸障碍,浮 腫,悪

液質,転 移形成及び之に伴う症状が認められている,

1)初 診時主要症状

上記症状の何れか一っ或は夫以上が主要症状として

現れて来る.自 験例42例 に就いて初診時主要症状を調

査すると第4表 の如 くである.

第4表 初 診 時 主 要 症 状

試
G氏 腫 瘍

腺 癌

線 維 肉 腫

扁 平 上 皮 癌

移 行 上 皮 癌

線 維 腫

神経芽細胞腫

ク ノ シ ン グ

腎

腫

15

1

1

3

1

血

尿

20

1

6

2127

1(50・0%)(64・2%)

排
尿
痛

残
尿
感

2

1

3

(7.1%)

排
尿
困
難

1

頻

尿

3

1

1
(2.4%)

4
(9.5%)

痛

劉轟肋難讐
2 3

1

1

7(16.7%)

肥
絆
症

1

1
(2.4%)

部
膨
満

3

3
(7.1%)

そ
の

他

1

1

1

3

L7,1%)

a)腎 腫 腎腫を来たしたもの21例50%で あるが,

佐谷80.7%,赤 坂64.2%,太 藤82.7%,柿 崎80%と 腎

腫の証明は高率である.腫 瘍を種類別に見ると腎実質

腫瘍では27例 中17例 で62.9%と 高率である.之 に対し

腎孟腫瘍 で はRichesは 稀れ といつているが,赤 坂

8例 中1例,太 藤7例 中3例,自 験例では9例 中3例

(33.3%)と 腎腫の発現率は低い 尚柿崎の報告は8

例中7例 と高率であるが之は例外的存在である.

b)血 尿 顕微鏡的血尿より貧血を惹起する如 き大

量のもの迄種々の程度で現われる.自 験例27例64.2%

は,佐 谷56.4%,赤 坂63.6%,太 藤79.6%,柿 崎66.6

%と 殆んど同率である.腫 瘍を種類別に見ると腎実質

腫瘍27例 中21例(77.7%),腎 孟腫瘍9例 中6例(66.6

%)と 腎腫におけるほど著明な差は認められ なか っ

た.特 に肉眼的血尿は初発症状として出現率が多 く診

.断的価値も高い.血 尿は多 く無症候性血尿であるが激

烈な疹痛と共に血尿を来 し,恰 も腎尿管結石を疑わし

むる場合もある.何 れにしても大部分は間欺性であ り

血尿の持続期間も全 く不定で2回 ～3回 で終るものも

あり,又1日 ～数 日に及ぶものもあり.更 に長時間続

くものもある.自 験例においては膀胱鏡査時に尿管口

より血尿の排泄を認めたものG氏 腫瘍に3例(12%),

腎孟腫瘍に1例(11%),又 尿管口に血塊を認めたも

のG氏 腫瘍に2例 と血尿の頻度の77.7%～66.6%に 比

べ比較的少い成績を示 している.

c)疹 痛 自発痛と圧痛があ り,又 程度も癌痛様の

激烈なものから重圧感程度迄種々見ら加る.痙 痛の原

因としては腎被膜の緊張,尿 管の閉塞,或 は 隣 接 臓

器,神 経の圧迫等が考え らわる.自 験例の疹痛発現率

7Sj16.70/・は佐谷45.0%,赤 坂41.8%,太 藤37.9%に
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比べ著しく低 く,種 類別に見るにG氏 腫瘍に5例,腎

孟腫瘍には無 く,腎 被膜の線維腫に1例 であった.特

に1例 ではあるが腎被膜の線維腫が病痛を来 した事は

腎被膜の緊張に依るものとの見解に一致する.

2)其 の他の症状

第5表 主 要

排尿痛0%,残 尿感7.1%,排 尿困難2.4%,頻 尿

9.5%で 前述の三症状に比べ極めて少い.

3)三 大症状の組合せ

以上の三大症状が出現する組合せを自験例に就いて

調査すると第5表 の如 くである.血 尿のみのもの最も

症 状
'＼ 状

腫霧＼ ＼

G氏 腫 瘍

腺 癌

線 維 肉 腫

扁 平 上 皮 癌

移 行 上 皮 癌

線 維 腫

神経芽細胞 腫

ク!シ ン グ

腎 血,

腫 尿 痛

2

血 腎

尿 腫

血,

尿 痛

3

1

1

1

,(、.,%)i,(11.,%)1(、.4%)1

腎}

腫 痛

1

1(2.4%)

腎の

腫み

2

1

3

6(14。3%)

血の

尿み

,の

痛み

12

7

1

19(45.2%) 1(2.4%)

不

明

6(14.3%)

多く45.2%,次 いで腎腫と血尿の11.9%,腎 腫 のみの

8.1%,三 大症状共に現わカるものは37例 中僅かに2

例5.4%で,太 藤の24.1%に 比べ著 しく低率である.

副腎では腹部腫瘤のもの4例 で,之 は皆神経芽細胞腫

であった.

XI入 院 時検 査成績

1)膀 胱鏡所見 腎腫瘍では一般に膀胱粘膜に変化

を見る事は少いとされている.自 験例では腎実質腫瘍

27例 中正常膀胱壁を示したもの15例,膀 胱及び尿管ロ

の腫瘍を合併せるもの1例,尿 管 口よ りの血尿をみた

もの3例,尿 管口に血塊を認めたもの2例 であつた.

第6表 膀胱鏡所見並びに腎機能

＼ 所 見

腫 瘍'＼

G氏 腫 瘍

腺 癌

線 維 肉 腫

扁 平 上 皮 癌

移 行 上 皮 癌

線 維 腫

神経芽細胞腫

ク ノ シ ン グ

計

膀 胱 所
膀

正 常
膀一胱及び
尿 管 口
腫 瘍

胱

13

1

1

3

1

iI

3

唇鵬 膿
[

3

1

　
1944

(45.2%)(9。5%)(9.5%)

2

2

(4。7%)

青 試 験(患 側)

正 常

5

1

6
(14.3%)

稻 遅 延

3

1

1

遅 延

8

1

1

3

513
(1r.9%)(30.9%)

P sp

70%以 上

7

50～70%

1

2

8

1

4

1013

(23。8%)(30.9%)

30～

50%

3

3
(7.1%)

30%

以下

1

1
(2.4%)
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腎孟腫瘍では9例 中膀胱壁の正常なもの3例,膀 胱壁

及び尿管口に娘腫瘍を認むるもの3例,尿 管口より血

尿を認むるもの1例 で,腎 孟腫瘍の1/3に 尿管口に腫

瘍の転移を認めた事は診断上にも意義ある もので あ

る.

2)腎 機能 自験例に就いて表示すれば第6表 の如

くである,青 試験において患側には大部分機能低下を

認めるが,正 常なるもの6例14.3%,稽 遅延(8L10')

迄5例11.9%,遅 延(10'迄 一)13例30.9%で,腎 腫瘍

では約50%は 腎機能低下の状態であるが,14.3%に お

いて腎機能正常患者のあった事は診断の場合にも注意

すべき事項である,種 類別に見るに腎実質腫瘍で患側

の腎機能低下が認め られたもの37.1%,腎 孟腫瘍では

44.4%で,少 し前者より機能低下の頻度が高い.機 能

検査の結果は主に残存健全実質の多少と尿路の流通状

態如何に依るものであると思われているが,腎 孟腫瘍

の方が腎実質腫瘍の場合より青試験排泄障碍の頻度の

高い事は,残 存健全腎の多少よりも尿路の通過障碍の

程度如何に依る事を示 している.又PSPに おいても,

青試験と同様に正常値(70%以 上)10例23.8%,稽 不

良(70%～30%)38.0%,不 良(30%以 下)2.4%で

あって,腎 機能の正常なるもの23.8%あ る事は注意す

べきである.

3)赤 沈 腫瘍別の特異性は明らかでないが,一 般

に促進 している.最 高はG氏 腫瘍の1時 間値85.5で15

以上が70%で あった.
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皿 レ 線 所 見

第7表 レ線検査成績(IVP又 はRP)

＼ 腫
所 見＼

腎孟腎杯全欠

腎孟腎杯の不整

腎孟影像一部欠

腎孟腎杯の圧迫

腎 杯 の 延 長

腎 杯 の 短 縮

腎孟腎蓋の拡張

腎長経の延長

腎 孟 狭 窄

尿 管 の 屈 曲

捻 転

腎 圧 迫

SpiderIegs

G腺 線
氏 維
腫 肉
瘍1癌腫

6

工

13

2

3

1

1

1

2

1

扁上

皮

平癌

移上

皮

行癌

11

1

2

4

線

維

腫

1

1

神細

経胞

芽腫

1

2

ク シ

ン

1ッグ

1

計

3

8

5

13

2

4

1

1

1

3

2

2

腎並びに副腎腫瘍30例 のレ線撮影所見は第7表 の如

くである.

1)腎 実質腫瘍の レ線所見 腎実質腫瘍27例 中レ線

所見の明らかなもの22例 に就いて述べる.腎 実質腫例

(主にG氏 腫瘍)中 最も多いレ線所見は腎孟 腎杯の圧

迫13例59%で 最 も多 く,次 いで腎孟,腎 杯の不整6例

27.2%,以 下腎杯の短縮3例,腎 杯の延長2例,其 の

他各1例 となっている.即 ち腎孟,腎 杯の変化が圧倒

的に多く同様の変化はMintz,Norman及 び 柿 崎

(68.6%)等 の指摘している所である.Spiderlegs

型は2例9%で ある(赤 坂3%,Mintz8.5%)斯

る像を呈するのは腫瘍が腎孟への崩壊なしに実質中に

拡大する為で予後も比較的良好と推定さ治ているが,

自験例では1例 は生存しているが,1例 は死亡してい

る.腎 孟全欠損は腺癌に1例 認め られたのみでG氏 腫

瘍には認められなかった.腎 孟全欠損例は腫瘍が腎孟

迄浸潤破壊 して来た事を示 し,末 期の状態で予後は一

般に悪いといわれているが,私 の例も死亡 している.

2)腎 孟および皮質腫瘍のレ線所見 腎孟腫瘍の腎

孟像は典型的特徴を示す,即 ち充満欠除,腎 孟像全欠

損,腎 孟像一部欠損を伴い,而 も像の境界は不整又は

不鮮明である.斯 る所見はRichesそ の他の報告と

同様である.自 験例7例 中4例57.1%は 腎孟影像一部

欠損で,2例28.5%に 腎孟 ・腎杯の不整を認め,1例

に腎孟,腎 杯の全欠損を認めた.

腎被膜の線維腫では腫瘍の圧迫に依ると思われる腎

転移と腎杯の圧迫像を認めた,斯 る変化は前後面のみ

ならず側面のレ線撮影により明瞭となつ た ものであ

る.

3)副 腎腫瘍のレ線所見 副腎神経芽細胞腫では腎

圧迫像の認め られたもの2例50%で,腎 は圧迫される

ため腎孟がか ら水平位に近い位置を取つている.

4)後 腹膜気体注入法並びに大動脈撮影法 本法に

て癒着の認められたもの3例,腎 の増大せる事の明瞭

になつたもの3例,正 常2例 であ り,腎増大は全部G氏

腫瘍であつて,腎 孟腫瘍には認められなかった事は腫

瘍の診断上に重要な事 と考える.又 大動脈撮影によつ

て腫瘍の位置,大 きさ,形,性 質迄も推定出来る点は

他の検査法に見られない利点はあるが,現 在の所では

Riches等 のい う如 く腎孟撮影法の補助的役目を果 し

ているに過ぎないと思われる.神 経芽細胞腫の1例 で

は腎茎部の著明な延長が認め らカる.
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XIII別 出 腎 所 見

1)肉 眼的所見

a)易lj出 腎の大きさ,重 さ 別出腎の大きさ,重 さ

は第8～ 第11表 の如 くであつて,成 人悪性腫瘍36例 中

第8表(a)G氏 腫瘍に属するもの25例

第9表(a)腎 孟 乳嘱腫に属するもの8例

翻 患 者[蜘劇 棚 腎の大ぎ・ 陣 量

1

2

3

組 患者1競脚

1

2

3

4

5

橋 ○

太 ○

菱 ○

板 ○

西 ○

♂

♀

♂

♂

6

63

42

47

62

52

右

左

右

左

右

拙 腎の大きさ 障 量

16×11.5×7。3cm

13×4×6.3cm

13×4。0×6。3cm

21×12×8cm

565gr

395gr

575gr

4

5

6

川 ○

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

坂 ○

中 ○

田 ○

村 ○

藤 ○

桂 ○

西 ○

富 ○

森 ○

坂 ○

寺 ○

中 ○

福 ○

桂

中 ○

山 ○

丹 ○

佐 ○

近 ○

中 ○

♂

6

♀

δ

6

δ

♂

♂

6

6

δ

♂

♂

δ

♂

♀

6

6

δ

6

50

55

37

55

61

34

51

59

66

49

55

47

61

69

50

18

61

59

50

48

左

左

左

右

右

右

右

左

左

右

左

左

左

右

左

左

左

右

左

右

14.5×10×6.5cm

15.1×11.5×9.Ocm

2.511
.5×11.0×cn16

.5

16.0×6.0×4.Ocm

11.5×8.0×6,8cm

10。2×8.0×6.3cm

11.3×7.5×4.4cm

13.8×8.4×6。Ocm

13.5×8.0×8.5cm

19.0×15.0×15.Ocm

9.8×7.4×5.8cm

14×9.5×6.4cm

11.0×6.0×4,2cm

16.0×9,0×7。Ocm

羽 ○

山 ○

7高

8昏

中0

木 ○

津 ○

○

○

♀

δ

ε

δ

6

δ

♂

δ

47

48

54

60

52

64

56

58

右

右

右

右

左

左

右

左

16.0×8.0×5.Ocm

11。0×7.0×6.Ocm

19.0×17。OX15.5cm

11.0×5.6×5.Ocm

13.0×4.5×7.5Cm

10.5×11.5×2.8cm

450gr

180gr

550gr

160gr

190gr

200gr

1110gr

350gr
第9表(b)腎 扁上皮平癌1例

615gr

番号患 者騰 酬

1 角
E
658

摘出腎の大きさ 重 量

右

360gr

1080gr
第10表 腎被膜良性腫瘍1例

250gr

280gr

翻 患 者i購 訓 酬 腎の大きさ1重 量

1 大 ○ ♀ 42 左 13.0×7.5×6.Ocm 380gr

175gr 第11表 副腎腫瘍に属するもの5例

335gr

410gr

560gr

180gr

340gr

145gr

番号隠 者
】

1石

2宇

3浜

○

○

○

4i田 ○

・1綴 ・
i

性別

6

δ

δ

δ

♀

年 患
令:側

3

20

2

3

19

右

左

左

右

蓼難壕陣 量陣 瘍

480gr

2∞Ogr

神経芽細胞腫

〃

〃

〃

ク ッ シ ン グ

420gr

第8表(b)腺 癌,線 維肉腫の各例

番麗 者灘1訓 摘出腎の大きさr重 量

1

2

田 ○

遠 ○

δ

6

56

41

右

左

9.8×6.0×4.5cm

17.5×7.8×7.5cm

170gr

610gr

記載の確かなもの25例 の別出腎の平均重量は468.9gr

で,最 小は160gr,最 大は1110grか ら1080grに 達

した.次 に種類別にみるにG氏 腫瘍は平均452.5gr,

そ の最小は175gr～180gr,最 大は1110～1080grで

あ るが,1110grの 例は癒着と出血の為捌出不可能に

て手術中死亡 し,死 後解剖により取 り出したものであ

る.又 腎孟乳頭腫は平均241.6grでG氏 腫瘍の約1/2

である.之 はG氏 腫瘍は腎実質内で増大発育する程度

が腎孟内で発育する腎孟乳頭腫より強い事を示 してい

る.そ の最小は160grで 最大が450grで あ る.又 副

腎髄質より発生 した神経芽細胞腫の4例 において腫瘍

を別出したのは2例,他 の2例 は易11出不能の為試験的
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切除に留あた.別 出した2例 のうち1例 は480grで

あったが,他 の1例 は2000grも あつて捌出術は困難

を極めた例である.

クッシングの1例 では副腎皮質に明かな腫瘍を認め

る事は出来なかつたが組織学的には皮質の肥大による

機能昇進像を認めた.

b)腫 瘍発生部位 悪性腫瘍発生部位は第12表 に示

第12表 腫 瘍 発 生 部 位

＼ 部位
腫 瘍＼

G氏 腫 瘍

腺 癌

線 維 肉 腫

扁 平 上 皮 癌

移 行 上 皮 癌

線 維 腫

神経芽細胞腫

ク ノ シ ン グ

腎
上
極

4

2

中
央
部

5

腎
下
極

4

6

11
1

1

そ
の
他

上
2/3

前壁
1

1

下
2/3

2

計

18

1

7

す如く移行型はあるが上極が最も少く次いで中央,下

極の順である.此 の成績は柿崎の報告にも一致する.

c)割 面の所見 色は一般に多種多様で灰白色,淡

黄,淡 褐色,淡 紅色の部分があり,出 血巣があカば暗

赤色となる.壊 死巣,出 血巣は顕微鏡的には殆んどの

腫瘍に観察された.

2)組 織学的所見

a)G氏 腫瘍に属するもの25例,此 の中組織学的

所見の明かなものは16例 で,9例 は詳細不明である.

定型的な場合は細胞が大きく,多 角形,境 界明瞭,大

きさは殆んど等 しく,細 胞の原形質は明るく,エ オジ

ンには殆んど染色されず核は概 して小さく,円 形でク

ロマチンに富んでいる.即 ち所謂淡明細胞癌に属する

ものが圧倒的に多く14例,他 の2例 は細胞の大きさは

前述の淡明細胞癌より遙かに小さく,形 は多 くは円形

乃至円筒形で,細 胞質はエオジソに濃染し穎粒状を呈

していて所謂穎粒細胞癌に属すと考えらカるものであ

つた.

ヌ前者では細胞の排列は乳噛状,束 状,小 葉像等が

あるが,之 等は部位に依 り或る所では束状,他 の所で

は小葉像を示すなど種々の状態の細胞集団を示すが,

後者では主として無構造である.又 小葉の境は毛細管

の内皮細胞にて蔽われており恰も副腎皮質を見る如 き

感がある,尚 大部分の組織において大小の出血巣,壊
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死巣を認めた,又1供 においては太藤 も記述 している

如 くヘマ トキシリンで濃染せる大小多数の石灰化像を

認めた.之 は恐らく壊死巣に石灰化を起した退行性変

性の所見と考え られる.

腫瘍転移については直接拡大に関する腫瘍被膜の有

無及び浸潤性,次 は血行性転移としての静脈栓塞,最

後は淋巴性転移等の問題がある.腫 瘍被膜はG氏 腫瘍

16例 中13例 に見 られるが3例 には認め られなかった.

腫瘍の静脈栓塞は精密検査を行つたG氏 腫瘍16例 中9

例56.2%に 認められたが,腫 瘍の数ヵ所から切片を作

製 して精検すれば発見率は更に増大す るものと思われ

る.又 所属淋巴腺転移は従来の報告では一般に少いと

いわれている(Riches14%)が,自 験例も1例(4

%)に 腎茎部に栂指頭大の硬い淋巴腺転移を認めたの

みである。

b)Wilmq.腫 瘍 太藤は京大泌尿器科教室におい

て大正8年 より昭和23年 末迄の腎腫瘍例30例 中4例 の

Wilms腫 瘍 を報告 しているが,昭 和24年 よ り昭和33

年末迄の自験例にては皆無であつた.

c)癌 腫及び肉腫に属するもの この中,田 ○例は

円柱状細胞が小管腔を囲続 して腺様構造を形成 し明ら

かな腺癌の像であった.又 遠○例では紡錘形の原形質

で クロマチンに富んだ紡錘形の核を持つた細胞が一定

の排列をなさずに存在 し明らかな線維肉腫の像を示し

た.

以上が腎実質より発生した腫瘍であるが,次 に腎孟

より発生 した腫瘍に就いて述べる.

d)腎 孟腫瘍に属するもの 第1表 に示す如くであ

つて之には腎孟乳頭腫に属するもの8例 と腎孟粘膜か

ら発生 したと考えられる扁平上皮癌の1例 がある.後

者は58才 の男子で右腎結石の為右腎摘出術を行い,摘

出腎を開いて検査 した所腎孟に著明なLeucoplakie

の像が認められ腎摘出後は痩管を形成 し,其 処から扁

平上皮癌を発生 したと考察される比較的稀な例であっ

た.其 の組織像は大小不同の扁平上皮細胞 よりなる癌

巣の中心に角化像を認めている.

腎孟乳頭腫は8例 であるが,之 を私は全て乳頭癌と

してその程度に依つて1,ll,皿,1V度 の4段 階に分

っ分類に従った.そ の結果は 皿～ 皿度に当るものが大

部分であつた.即 ち組織学的にはff度 に属す るものは

比較的良性で樹枝状の間質を中心として概ね多層に連

なる円柱形の細胞が比較的規則正しく,細 胞の大小不

同もなく排列している。又 皿度に属するものはll度 に

属するものより細胞の大小不同,排 列が不 規 則 とな

り,ミ トーゼが認められる様になり原形質は塩基性に
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傾 く.又 悪髪鍍 が鋳老に地し高度な為罎管,膀 胱への

転移が著明となる.自 験例8例 のうち尿管への転移は

2例,膀 胱への転移は5例 であつて,そ のうち尿管及

び膀胱への転移例は2例 であつた、即ち自験例では腎

孟裂頭腫の62。5%に,糠 崎は5%に 尿管,膀 胱への転

移を報告しているが,之 は腎孟乳頭腫の治療並びに予

後において注目すべき事項である.又 之に反して粘膜

下層を通して腎実質内に侵入し髄質,皮 質表層紅達す

るとの記載はあるが,自 験例では期る症例は認められ

なかつた.

e)腎 被 膜良性腫瘍に属するもの 本例は42才 の女

子の腎綾膜に発生した良性腫蕩で総織学飾に線維腫の

像であつた.

f)副 腎髄質腫瘍に属す るもの 第1表 第11表 の如

くである.神 経芽細胞腫 と称せ られるものであつて,

自験例として綜4例 あるが之江就いて線教窒の酒徳等

の詳細な報蕾があるので省略する.

琶)副 腎皮質腫瘍に属するもの 本例は クッシング

症候群と呼ばれるもので19才 の女子で脂肪性肥絆,多

食,無 鴛経を主壽して来院 し,壷 貰上昇三鶏一難8,食

後に糖尿,17KS,コ ルチexイ ドの排泄増加が認め ら

れた以磐著変はなかつた.爾 耀の試験飾§舞腹衛を行つ

た所,皮 質の腫瘍は認められず,3grづ っ6grを 切除

したが衛後に全身状態の改醤は認められなかつた.組

織学的には皮質の機能昂進状態が認められた.

XIV腎 及び副腎腫瘍と転移

a)腎 腫瘍と転移 腎腫瘍で転移を認めたのはG氏

腫瘍と腎孟腫瘍である.即 ちG氏 腫瘍25例 中5例2%

に転移(2例 は鞠部撮影に依る締転移)を 認めた。そ

の中1例 は癒着と骸血のため手術は極めて困難であつ

て,手 術途中にて死亡せるものであつて死後解剖 した

例である.即 ち腎は1110grで 転移場所は肺,傍 気管

枝,騰 門部,大 動脈周囲,膵 頭邸淋巴腺であつた.又

1例 は癌性胸膜炎及び頭部の前額部に,1例 は腎門部

淋巴腺に,他 の2例 は肺(何 れも胸 部撮 影 のみによ

る)に に夫々G疑 腫瘍の転移を認めた.う ち死亡せも

の3例(60%)で あ る.

次に腎孟腫瘍8例 中転移せるもの5例62.5%で あつ

て膀胱のみのもの3例,膀 胱及び尿管のもの2例 であ

る。うちfiCtせ る竜の2倒4%でG氏 腫瘍の如く全身

え転移する事がないが,可 成 りの死亡率である.

b)副 腎腫瘍と転移 此の中髄質か ら発生 した神経

芽細胞腫に就いてみるに,本 腫瘍は悪性度が極めて強

く,瑚 ちその転移繊器も最も広範翻であつて,琵 亡率

も最も姦 く4例 申1例 は手衛直後 に 死亡 し,4例 ほ

副睾丸,精 系,左 眼瞼に転移を認めたが試験的開腹術

後死亡,1例 は試験的開腹術後転移及び原発腫瘍の増

大により死亡したと考察されるものであつて,死 後病

理解割に附し,頭 蓋骨,脳 膜,脊 推,肋 骨,眼 瞼等に

転移を認め,他 の一例は腫瘍並びに叢腎摘出後24日 闘

に死亡し病理解剖をした例であつて,転 移は血行性に

行われている.郷 ち大脳,頭 蓋,魑 膜,骨,艀,飾,

心褒,傍 脊椎淋巴腺に転移を認めた.即 ち死 亡 率 は

100%で ある.

XV腎 及び副腎腫瘍の予後

a)腎 腫瘍の予後 第13表 に示す如 くである.G氏

鍾蕩2甥 申不墾の7鰯 を験 き3年 以上生存老は §例,

33.3%,5年 以上生存は4例22.2%で あ る.従 来の報

告ではPriestleyの 腎実質 腫瘍では3年 以上 生存

47.7%,5年 以上38.4%,10年 以上27.3%を 添してい

る.RQyceは5年 生禅22%,又B砥 蹴sは §9%以 上は

3年 以内生存,40%以 下が5年 生存,30%以 下が10年

生存すると述べている.又 柿崎は3年 生存率44%,5

年生存率25.9%で 自験例と殆んど等しい数値を出して

いる.

又G氏 腫瘍以外の悪性腫瘍,腺癌,線 維肉腫の2例 は

1年 以内に死亡している.腎 鑑腫瘍8例 中死亡2例,

生存老婆擁,不 閣2飼 で少数例ではあるカミ3年以上生

存者は2例25.0%,5年 以上は1例12.5%で,腎 孟腫

蕩の予後は一般に悪く,Footは21例 中5年 磁存1例

4%,柿 崎 は3年 以上生存率37.5%,5年 生存率25%

と報 告している、

腎被膜か ら発生した線維腫の1例 は良性であつて現

在 §年生存中である,

副腎腫瘍は～般に腎腫瘍より予後が悪 く,闇 験例4

例中1例 は手徳覆後に,飽 の3鋳 は,衛 後悪液質とな

り身体 の種々の臓器に転移を作 り死亡している.死 亡

率は1鎗%で ある.

b)腫 瘍の大 きさと予後G氏 腫瘍25例 中摘出腎重

量及び予後の明らかなもの15例 に就いて述べる.重 量

300gr以 下では生存2例,死 亡2例 ,以 下では生存2

鱗59Cgr死 亡5舞,7gegr以 下では生存,死 亡共各

1例,1000gr以 上 では生存,死 亡共に各1例 であつ

た・腫瘍の大きさと予後との関係に就いて種々論義さ

れていてRoyceは 腫瘍の大 きい程予後は悪いと報告

している.然 るにPr三estley等 は腫瘍の大 きさと生存

率との間には関係はないといい,Riches等 は予後は

腫瘍の火 きさより寧ろ悪性度により多 く影響されると

述べている・轍 陳 獅 ても1759・,28◎9。 の重量
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第13表 術後の死亡及び現在迄の生存期間一課
G氏 腫 瘍

腺 癌

腺 維 肉 腫

扁 平 上 皮 癌

移 行 上 皮 癌

線 維 腫

神経芽細胞腫

ク ノ シ ン グ

手術死

2

1

tt」

3

7,14%

の死亡 以 内

1

3

3

1

『…τ

9.52%

1

1

1

1

一 合

19.05%

1 ～2

5
(3)

2
(2)

7
16.7%
(5)
1L90%

2～3

2
(2)

1
(1)

諺　

7.14%

(3)

7.14%

3～4 4～5

1
1iI
(1)i(1)
1

1
(1)
1
(1)

「

2.38%

(1)
2.38%

万 …

7.14%

(3)

7,14%

5～6

3
(3)

～

7

一　}

3㎜

7.14%

〈3)

7.14%1

7～8

1
(1)

一}i…

2、38%

(1)

2.38%

不 明

7

2

一チ 「

21.43%

生 死
存 亡
者 老

11

4

1

7「

2

3sl69。。」1.:

不

明

7

1

1

1

2

4

1

註()内 は現在生存者数

で死亡し,1080grで 現在尚7年 生存している例もあ

つて,少 数例か らではあるが予後は腎腫瘍の大きさよ

りもその腫瘍の悪性度,転 移如何に関係するものと考

察される.

XVI治 療 法

実施した治療法は第14表 の如くである.腎 実質腫瘍

第14表 治療法の種類

＼ 治 療
腫瘍＼

G氏 腫 瘍

腺 癌-

線 維 肉 腫

扁平上皮癌

移行上皮癌

線 維 腫

神経芽細胞腫

ク ッ シ ン グ

腎摘
旦

碓
6

1

8

1

1

1

18

脇 騨轟験
右困 右1左

2

2

2 11

1

6 3

摘i腎尿
除並管
中び摘
止に除

1

1

2

2

1試開

験腹

的術

4

1

そ

の

他

2

,1、

27例 中腎摘出術のみを行つた症例が16例,腎 摘除褒,

X線 照射を行つた例が4例,腎 摘除後化学療法を行っ

た例が2例,手 術中途にて中止した例が1例 ある,化

学療法としてはアザン,ザ ルコマイシンを使用し,術

後のX線 照射に関しては僅か4例 の少数例である(2例

は生存,1例 死亡)の でその効果は不明である.然 し乍

らNorman等 は直後照射が5年 生存率24%で,直 後

照射しないものの31%よ り成績の良好なる事を認めて

いる.腎 孟腫瘍9例 中1例は腎孟のLeucoplakieか ら

発生 したと考えられる扁 平 上 皮癌にて腎摘出後その

痩管より再発した特異なる例である.移 行上皮癌8例

中腎摘除のみのもの1例,腎 摘除後X線 療法を実施せ

るもの2例,腎 摘除後化学療法を行ったもの1例,腎

摘除後尿管摘除と部分的膀胱摘除を行つたもの1例,

腎摘除後尿管摘除,膀 胱全別出を行ったもの1例,不

明2例 である.神 経芽細胞腫は4例 中試験的開腹術に

終つたもの2例,腫 瘍摘出後死亡したもの1例,摘 出

直後に死亡したもの1例 であつた,本 症は転移早 く悪

性度が高いため発見された時は既に摘出不能の時期に

あるものが多 く,仮 令摘出されても既に転移をみてい

るので,死 亡率100%で あ る,

結 語

1)京 大泌尿器科教室において入院手術した

最近10年 間(昭 和24年 ～昭和33年)の 腎並びに

副腎腫瘍42例 について臨床的及び組織学的検査

を行い,統 計学的に観察した.

2)頻 度は泌尿器科外来患者総数,入 院患者

数に対 し夫々O.24%,1.81%に 当 り最近増加の

傾向を認める.
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3)年 令は3才 ～69才 に亘 り40才～60才 台が

多 く腎腫瘍患者の80.2%を 占める.

4)性 別は男子対女 子は6.4:1の 割合であ

る.

5)発 生側は左右大差を認めない.

6)遺 伝的関係で悪性腫瘍の素因のあるもの

6例14.39io〈で,う ち1例 は両親にあつた.

7)主 要症状で最も多いのは血尿64.2%で あ

り,次 いで腎腫50%,疹 痛16.7%の 順である.

8)腎 機能(青 試験)の 結果は大部分患側に

機能低下を認めたが,t正常例14.3%の あつた事

は診断上注目すべきである.

9)レ 線所見では腎実質腫瘍では腎孟,腎 杯

の圧迫並びに不整像が最も多 く86.2%,腎 孟腫

瘍では腎孟像全欠損叉は1部 欠損,像 の不整且

つ不鮮明が最 も多 く85.6%を 占めている.又 後

腹膜気体注入法は単に腎臓の外形を示すのみな

らず,そ の表面の状態,周 囲との癒着状態を示

し,大 動脈撮影 と共にRP,】V.Pの 補助的検査

法 として大いに役立つ ものである.

10)摘 出腫瘍例は最小160gr～ 最高1110gr

である.

11)腫 瘍42例 中41例手術,う ち病理解剖に附

したものG氏 腫瘍の1例,神 経芽細胞腫の2例

である.

12)腎 腫瘍の組織学的所見はG氏 腫瘍25例 が

最 も多く,移 行上皮癌の8例,次 いで腺癌,線

維肉腫,扁 平上皮癌の各1例 である.又 副腎腫

瘍としては神経芽細胞腫4例,ク ッシングの1

例が認められた.G氏 腫瘍の1例 に石灰化を認

めた.

13)転 移はG氏 腫瘍の25%に 肺転移 を 認 め

た.叉 腎孟腫瘍では62.5%に 膀胱及び尿管の転

移を認めた.

14)G氏 腫瘍の3年 生存率は33.3%で2/3は

3年 以内に死亡する.腎 孟腫瘍の3年 生存率は

25.0%でG氏 腫瘍 より悪 く,神 経芽細胞腫は死

亡率100%で 最 も悪性である.

15)患 者の予後は腫瘍の大きさよりも寧ろそ・

の悪性度によると思われる.

16)治 療法に関しては腎摘出を早期に行 うの

は当然であるが後療法 としてのX線 照射,化 学

療法等は少数例であつたので,結 果を充分に判

定するに至 らなかつた.

欄筆するに際し御指導並びに御校閲を戴いた稲田

教授に深謝する.
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